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内容(抜粋)

醗酵微生物の作用で改質された改質非凝固性ゼラチンを含有している蛋白質含有飲食品材料および
蛋白質含有飲料。非凝固性ゼラチン水溶液に醗酵微生物とともに糖類を加え熟成させて非凝固性ゼラ
チンを改質し、得られた改質非凝固性ゼラチンを含有させることを特徴とする蛋白質含有飲食品材料
および蛋白質含有飲料の製造方法

酸性乳成分を含まない飲食品に対して、コラーゲンを低分子化処理した低分子コラーゲンペプチド（平
均分子量4000以下）を添加してなるコラーゲン添加飲食品

Hyp-Gly（OG）の構造を有するジペプチドを必須の有効成分とする、骨粗しょう症抑制剤である、変形性
関節炎抑制剤である、褥瘡抑制剤である、疾病抑制剤

コラーゲンおよび／またはゼラチンを、黄色コウジカビ、Bacillus属細菌より選ばれた少なくとも1つに
由来するプロテアーゼで加水分解してなるペプチドを有効成分とする、骨靭性向上用素材

サポニンのほかに、平均分子量20000以下のコラーゲンペプチド、ならびに、果実および柑橘類からな
る群より選ばれる少なくとも1種に含まれるペクチンを配合してなる、発泡性飲料

コラーゲンペプチドを全体量に対して25重量％以上含む原料粉末混合物を打錠してなるチュアブルタ
ブレットであって、前記コラーゲンペプチドは、その平均分子量が4000以下であり、そのＮ末端アミノ酸
においてグリシンの占める割合が65モル％を超えるものであることを特徴とするチュアブルタブレット

コラーゲン成分含有原料を処理温度180～220℃、処理圧力10～24MPa、処理時間30～120分の処
理条件で亜臨界水処理して得られた平均分子量200～1500のコラーゲンペプチドを化粧有効成分と
して含有するコラーゲンペプチド含有化粧料組成物

パギイ法に基づく平均分子量が10000～30000となるようにゼラチンを加水分解して分解ゼラチンを
得たのち、前記分解ゼラチンを含むゾルをゲル化させずに乾燥・粉末化する、分解ゼラチン粉末の製造
方法

Glu-Hyp-Gly（EOG）, Glu-Hyp（EO）, Leu-Hyp-Gly（LOG）, Pro-Ala（PA）, Ser-Hyp（SO）, Ala-Hyp-Gly
（AOG）およびその薬学上許容される塩から選択される3種以上を含有するコラーゲンペプチド混合物
を含有する、糖尿病の治療または予防剤

Glu-Gly-Asp-Gly-His-Leu-Gly-Lys-Pro-Gly-Arg-Hyp-Gly-Glu（EGDGHLGKPGROGE）もしくはGlu-Lys-
Asp-Gly-His-Pro-Gly-Lys-Pro-Gly-Arg-Hyp-Gly-Glu（ELDGHPGKPGROGE）で表されるアミノ酸配列か
らなるペプチドまたはその薬学上許容される塩

Hyp-Gly（OG）, Pro-Ala-Gly（PAG）, Gly-Pro（GP）, Glu-Hyp-Gly（EOG）, （Pro-Hyp-Gly）5, （Pro-Hyp-Gly）2, 
Pro-Hyp-Gly（POG）, Glu-Hyp（EO）, Ala-Hyp-Gly（AOG）およびSer-Hyp-Gly（SOG）からなる群から選択
されるペプチドまたはその薬学上許容される塩を含有する、エンドセリン－1発現抑制剤

Glu-Hyp-Gly（EOG）, Ser-Hyp-Gly（SOG）およびAla-Hyp-Gly（AOG）からなる群から選択される1種以上
の第１ペプチドまたはその薬学上許容される塩と、Glu-Hyp-Gly（EOG）, Ser-Hyp-Gly（SOG）, Ala-Hyp-
Gly（AOG）, Glu-Hyp（EO）, Leu-Hyp-Gly（LOG）, Ala-Hyp（AO）, Pro-Hyp-Gly（POG）, Leu-Hyp（LO）, 
Pro-Hyp（PO）, Pro-Ala（PA）およびHyp-Gly（OG）からなる群から選択される1種以上の第2ペプチドま
たはその薬学上許容される塩と、からなる少なくとも2種以上のペプチドまたはその薬学上許容される
塩を含むペプチド混合物を0.1mM以上含む、エラスチン産生促進剤
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